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１
月
４
日
︑﹁
天
塩
町
二
十
歳
の

集
い
﹂
が
開
催
さ
れ
︑
今
年
度
二
十

歳
を
迎
え
る
男
女
13
名
が
ス
ー
ツ
や

振
袖
に
身
を
包
ん
で
社
会
福
祉
会
館

に
集
ま
り
ま
し
た
︒吉
田
町
長
は﹁
失

敗
を
恐
れ
ず
に
︑
今
し
か
で
き
な
い

こ
と
・
今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
に
積

極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
︑
自
身
が

思
う
幸
せ
を
掴
み
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
祝
辞
を
贈
り
︑
二
十
歳
を

代
表
し
て
武
田
遥
さ
ん
が
﹁
こ
の
町

で
学
び
︑
育
ん
だ
精
神
に
磨
き
を
か

け
︑
自
ら
の
進
む
べ
き
道
︑
自
ら
の

夢
に
向
か
っ
て
絶
え
ず
前
進
す
る
よ

う
な
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
︒
こ
の
自
然
豊
か
な
故
郷
・

天
塩
町
で
育
っ
た
誇
り
と
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
糧
に
︑
明
る
い
未
来
づ
く

り
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
﹂

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
︒

　

１
月
６
日
︑
町
民
ス
キ
ー
場
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒
オ
ー
プ
ン

初
日
は
厳
し
く
冷
え
込
み
ま
し
た

が
︑
空
は
清
々
し
い
快
晴
︒
今
シ
ー

ズ
ン
は
12
月
下
旬
に
雨
が
降
っ
た
り

プ
ラ
ス
気
温
で
雪
が
融
け
た
り
す
る

な
ど
し
て
雪
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
︑
年
末
年
始
の
降
雪
で
無

事
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒
ロ
ッ
ジ
で
安
全
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
後
︑
ス
タ
ッ
フ
ら
が
リ
フ

ト
の
支
柱
や
電
柱
に
安
全
マ
ッ
ト
を

巻
く
な
ど
の
準
備
を
開
始
︒
ゲ
レ
ン

デ
は
一
部
積
雪
の
薄
い
箇
所
が
あ
っ

た
も
の
の
状
態
は
良
好
で
︑
ス
キ
ー

少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
や
親
子
連
れ
が

初
滑
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
︒

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
は
３
月
10
日

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
︑
ゲ
レ

ン
デ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
ク
ロ
ー
ズ

が
早
ま
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
︒

▲「二十歳の誓い」を朗読する石山晴樹さんと中西こころさん

▲利用者やスタッフの安全を祈願

▲快晴の下、滑走を楽しむスキー少年団のメンバー

▲謝辞を述べる武田遥さん
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役場から
お知らせします！

町
立
病
院　

薬
局
︵
担
当
︓
寺
門
︶

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
５
８

お
薬
の
相
談
を
承
り
ま
す

住
民
課
税
務
係

☎
０
１
６
３
２
︵
９
︶
７
７
５
０

軽
自
動
車
税︵
種
別
割
︶に
つ
い
て

■
病
院
の
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
よ
う

　

お
薬
の
事
で
不
安
な
事
は
あ
り
ま
せ

ん
か
︖

・
服
用
中
の
お
薬
の
飲
み
方
︑
効
き
方

が
知
り
た
い
︒

・い
ろ
ん
な
薬
を
一
緒
に
飲
ん
で
大
丈
夫
︖

・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
飲
み
た
い
け
ど
薬

と
の
相
性
は
︖

・
飲
み
忘
れ
た
時
ど
う
し
た
ら
良
い
の
︖

・
薬
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
る
け
ど
︑
ど

う
し
た
ら
良
い
の
︖

・
た
く
さ
ん
の
薬
を
飲
ん
で
い
て
︑
朝
・

昼
・
夕
・
と
ま
と
め
て
も
ら
え
な
い
か
︖

・
市
販
の
お
薬
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

い
た
い
︒

　

天
塩
町
立
病
院
以
外
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
お
薬
に
つ
い
て
も
ご
相
談
可
能
で

す
︒
病
院
や
薬
局
で
聞
け
な
か
っ
た
事

や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
事
な
ど
︑
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
︒

　

賦
課
期
日
︵
４
月
１
日
︶
現
在
︑
町

内
に
主
た
る
定
置
場
の
あ
る
原
動
機
付

自
転
車
・
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い

る
方
は
︑
軽
自
動
車
税
︵
種
別
割
︶
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

４
月
２
日
以
降
に
譲
渡
・
廃
車
の
手

続
き
を
し
て
も
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
が
納
税
義
務
者
と
な
り
︑
年
税
額
を

納
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

■
経
年
車
重
課

　

三
輪
及
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に

つ
い
て
︑
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年

経
過
し
た
車
両
は
︑
標
準
税
率
よ
り
高

い
重
課
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
︒
令
和

８
年
度
は
︑
平
成
25
年
３
月
31
日
以
前

に
最
初
の
新
規
検
査
を
行
っ
た
車
両
が

対
象
で
す
︒

︵
例
︶
四
輪
軽
自
動
車︵
乗
用
・
自
家
用
︶

の
場
合

７
，２
０
０
円
↓
１
２
，９
０
０
円

■
減
免

　

身
体
障
害
者
手
帳
︑
療
育
手
帳
︑
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
︑
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
生
計
を
一

に
す
る
方
が
所
有
・
運
転
す
る
場
合
等

︽
募
集
職
種
︾
補
助
員
ま
た
は
記
帳
専

任
職
員

︽
雇
用
形
態
︾
正
職
員

︽
採
用
日
︾
令
和
８
年
４
月
１
日

︽
募
集
期
間
︾
１
月
13
日
～
２
月
16
日

︽
応
募
資
格
︾

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ

た
方

・
高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方

︵
卒
業
見
込
み
を
含
む
︶

︽
募
集
条
件
等
︾

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
て

い
る
︑
ま
た
は
取
得
さ
れ
る
方
︵
Ａ
Ｔ

限
定
可
︶

・
簿
記
検
定
試
験
制
度
の
３
級
以
上
を

取
得
し
て
い
る
︑
ま
た
は
取
得
さ
れ
る

方・
パ
ソ
コ
ン
︵
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
︶

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

・
人
事
交
流
に
よ
る
他
商
工
会
へ
の
転

天
塩
商
工
会
で

働
き
ま
せ
ん
か

籍
異
動
が
可
能
な
方

・
勤
務
時
間
︓
８
時
45
分
～
17
時
30
分

・
休
日
︓
土
曜
︑
日
曜
︑
祝
日
︑
夏
季

休
暇
︵
７
～
９
月
の
期
間
内
に
お
け
る

３
日
︶年
末
年
始︵
年
間
休
日
１
２
０
日
︶

・
給
与
︓
月
給
２
０
０
，３
０
０
円
～

２
３
２
，０
０
０
円　

昇
給
年
１
回

※
既
卒
者
は
職
務
経
験
な
ど
を
換
算

・
賞
与
︓
年
２
回　

４
．65
ヶ
月
分︵
前

年
度
実
績
︶

︽
試
験
日
︾
２
月
26
日
︵
木
︶
13
時
30

分
～
16
時

︽
試
験
内
容
︾
教
養
試
験
・
適
性
検
査
・

作
文
・
面
接

︽
試
験
応
募
書
類
︾

・
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
︵
写
真
添
付
︶・

職
務
経
歴
書
・
作
文
︵
い
ず
れ
も
指
定

様
式
使
用
︶
作
文
は
試
験
当
日
持
参
可

・
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
写

・
簿
記
合
格
証
書
写
︵
有
資
格
者
の
み
︶

︽
書
類
提
出
先
︾

〒
０
９
０-

３
３
０
５　

天
塩
町
新

開
通
４
丁
目
７
２
２
７
番
地
の
２

天
塩
商
工
会　

草
刈
宛

︽
締
切
日
︾
２
月
16
日
︵
月
︶
17
時
30

分
厳
守

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

天
塩
商
工
会

☎
０
１
６
３
２
︵
２
︶
１
０
４
５　
　

FAX
０
１
６
３
２
︵
２
︶
２
２
９
０

※
詳
細
は
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト︵https://

r.goope.jp/teshio-shokokai/

︶

を
ご
覧
く
だ
さ
い

は
︑
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
︵
種
別

割
︶
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒減
免
の
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
︒

令
和
８
年
度
分
の
減
免
を
受
け
る
場
合

は
︑
４
月
30
日
︵
木
︶
ま
で
に
申
請
が

必
要
で
す
︒

■
登
録
・
廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
き
先

　

軽
自
動
車
の
登
録
・
廃
車
・
名
義
変

更
等
は
︑
次
の
場
所
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
︒
年
度
末
は
窓
口
が
非
常
に
混

雑
す
る
た
め
︑
比
較
的
混
雑
の
少
な
い

３
月
中
旬
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
︒車 種 手 続 き ・ 問 い 合 わ せ 先

原 動 機 付 自 転 車
小 型 特 殊 自 動 車

天 塩 町 役 場  住 民 課 税 務 係
☎ 0 1 6 3 2 （ 9 ） 7 7 5 0

軽 二 輪
二 輪 小 型 自 動 車

北 海 道 運 輸 局  旭 川 支 局
（ 旭 川 市 春 光 町 1 0 番 地 1 ）

☎ 0 5 0 （ 5 5 4 0 ） 2 0 0 3

軽 自 動 車
（ 三 輪 ・ 四 輪 ）

軽 自 動 車 検 査 協 会  旭 川 事 務 所
（ 旭 川 市 春 光 6 条 5 丁 目 1 番 2 3 号 ）

☎ 0 5 0 （ 3 8 1 6 ） 1 7 6 5

い
た
い
︒
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石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労
災

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

か
ら
午
後
２
時
ま
で

︽
確
定
申
告
会
場
︾
稚
内
税
務
署　

稚

内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号

　

な
お
︑２
月
13
日
︵
金
︶
ま
で
の
間
︑

確
定
申
告
会
場
は
開
設
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
︑
対
応
で
き
る
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
︒
税
務
署
窓
口
で
の
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
又
は
電

話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必
要
で
す
︵
事

前
予
約
を
し
て
い
な
い
方
の
申
告
相
談

は
︑
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
︶︒

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
︵
３
３
︶
１
１
５
５

※
自
動
音
声
に
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で

﹁
２
﹂
を
お
選
び
く
だ
さ
い
︒

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
︑

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
︑
労
働
者

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険

給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
︑
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
︒

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が

過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

場
合
に
は
︑
労
働
保
険
給
付
等
の
支
給

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
︑
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た

は
都
道
府
県
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
︒

◆
ご
相
談
は
こ
ち
ら
ま
で
◆

・
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１
︵
７
０
９
︶
２
３
１
１

・
石
綿
︵
ア
ス
ベ
ス
ト
︶
救
済
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︵
３
８
９
︶
９
３
１

3 月号へ掲載を

希望する方は、

2 月 10日（火）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

■
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す

　

確
定
申
告
会
場
で
の
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
事
前
予
約
に
て
お
受
け
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
申
告
書
等
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
︑
次
回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
︑
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
︒
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告

を
行
う
た
め
に
は
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ほ
か
︑
カ
ー
ド
発
行
時
に
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
︵
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電
子
証
明

書
︶
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
︑
事
前

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
︵
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︶︒

※
当
日
︑
会
場
で
も
入
場
整
理
券
を
配

付
し
て
お
り
ま
す
が
︑
当
日
の
相
談
枠

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
是
非
︑
オ

ン
ラ
イ
ン
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒

　

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
に
関
す
る
確
定

申
告
会
場
で
の
相
談
は
︑
毎
週
月
曜
日

午
後
と
木
曜
日
午
後
に
限
り
専
門
職
員

が
リ
モ
ー
ト
︵
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
︶
で
対
応

し
ま
す
︒

︽
開
設
期
間
︾
２
月
16
日
︵
月
︶
か
ら

３
月
16
日
︵
月
︶
ま
で

︽
相
談
受
付
時
間
︾
平
日
︓
午
前
９
時

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

自
衛
官
等
募
集

の

ご

案

内

労
働
基
準
監
督
官

採

用

試

験

　

２
０
２
６
年
度
の
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
︒

︽
受
験
資
格
︾

⑴
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
９
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

︽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
︾

２
月
19
日︵
木
︶～
３
月
23
日︵
月
︶︹
受

信
有
効
︺

︽
採
用
試
験
概
要
︾https://

w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/siken/

sennm
onnsyoku_daisotsu

/
rouki/rouki_daisotu.htm

l

︽
第
１
次
試
験
︾
５
月
24
日
︵
日
︶

︽
第
２
次
試
験
︾
７
月
７
日
︵
火
︶
～

７
月
10
日
︵
金
︶
の
う
ち
指
定
す
る
日

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部
総

務
課
人
事
第
一
係

☎
０
１
１
︵
７
０
９
︶
２
３
１
１

■
自
衛
官
候
補
生

︽
応
募
条
件
︾
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

者
︵
32
歳
の
者
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現

在
︑
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
︶

︽
受
付
期
間
︾
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
︒

︽
試
験
期
日
︾
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
︒

■
予
備
自
衛
官
補
︵
一
般
・
技
能
︶

︽
試
験
区
分
︵
一
般
︶︾

・
応
募
条
件
︓
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

︽
試
験
区
分
︵
技
能
︶︾

・
応
募
条
件
︓
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
方
︵
資
格
に
よ
り
年
齢
の

上
限
が
53
歳
未
満
～
55
歳
未
満
︶

※
国
家
免
許
資
格
と
は
︑
語
学
︑
医
療
︑

整
備
︑
情
報
通
信
等
を
い
い
︑
細
部
に

つ
き
ま
し
て
はhttps://w

w
w.m

od.
go.jp

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
︒

︽
受
付
期
間
︾
１
月
22
日
～
４
月
８
日

︽
試
験
期
日
︾
４
月
６
日
～
20
日
︵
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
︶

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地

域
事
務
所

☎
０
１
６
２
︵
３
３
︶
１
２
２
７

▲ LINE 公式アカウ
ントはこちら
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　近年の豪雨や災害の増加を受け、気象庁と国土交通
省水管理・国土保全局は「防災気象情報の名称や情報
体系について、市町村が発令する避難指示等の避難情
報や住民がとるべき避難行動との関係を分かりやすく
する」ことを目的として、防災気象情報を大きく改善
し、令和 8 （2026）年の 5 月下旬（予定）から新し
い運用を始めます。
　河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮に関する情報等
は、これまで警戒レベルとの対応が複雑でわかりにく
くなっていました。今回の改善により、防災気象情報
が避難情報の５段階の警戒レベルに対応し、避難の判
断をしやすくなります。新たな情報体系は「警報・注
意報の情報名にレベルの付記」「河川氾濫に関する特
別警報の新設」「レベル４相当情報としての危険警報
の運用」など、気象庁が発表する現行の大雨警報・注
意報などの防災気象情報が大きく変わります（下表参
照）。
　さらに、線状降水帯や記録的短時間大雨など極端な
現象を速報する「気象防災速報」、今後の気象状況を
詳しく解説する「気象解説情報」も新設され、災害の
危険度や発生の可能性をより早く、分かりやすくお伝
えします。洪水情報も改善します。河川ごとの「氾濫
危険警報」や「氾濫特別警報」が導入し、従来より早
い段階で危険をお知らせることで、避難の遅れを防ぎ
ます。また、翌日までの警報の見通しを示す「時系列

気象の警報が大きく変わります

《新しい防災気象情報の情報体系とその名称》

情報」もご提供します。
　市町村から警戒レベル４避難指示や警戒レベル３高
齢者等避難が発令されたら、速やかに避難行動をとっ
てください。また、避難指示等が発令されていなくて
も、警戒レベル４や警戒レベル３に相当する防災気象
情報が気象台から発表された際には、河川の水位情報
や気象庁の『キキクル（危険度分布）』等を参考にして、
自ら避難の判断をしてください。
　避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所
へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れ
た、近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自ら
の判断で、その時点での最善の安全確保行動をとるこ
とが重要です。詳細は、『新たな防災気象情報につい
て（令和８年～）（特設サイト）』をご覧ください。

《新たな防災気象情報について（令和８年～）（特設サ
イト）》
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/
keiho-update2026/

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

河 川 氾 濫
1 級 河 川など の
大 河 川の 氾 濫

大 雨
低 地 の 浸 水 や

大 河 川 以 外 の 氾 濫

土 砂 災 害
急 傾 斜 地 の

が け 崩 れ や 土 石 流

高 潮
海 水 面の上昇 や

波 の 打ち上げによる浸 水

（ 警 戒レ ベ ル ごとの ）
住 民 がとるべ き 行 動

警 戒レ ベ ル

5 相 当
レ ベ ル 5

氾 濫 特 別 警 報
レ ベ ル 5

大 雨 特 別 警 報
レ ベ ル 5
土 砂 災 害
特 別 警 報

レ ベ ル 5
高 潮 特 別 警 報

命 の 危 険
直 ちに 安 全 確 保！

- - - - - - - - - - - - -《 警 戒レ ベ ル 4 ま で に 危 険 な 場 所 か ら か な ら ず 避 難！》- - - - - - - - - - - - -

警 戒レ ベ ル

4 相 当
レ ベ ル 4

氾 濫 危 険 警 報
レ ベ ル 4

大 雨 危 険 警 報
レ ベ ル 4
土 砂 災 害
危 険 警 報

レ ベ ル 4
高 潮 危 険 警 報

危 険 な 場 所 か ら
全 員 避 難

警 戒レ ベ ル

3 相 当
レ ベ ル 3
氾 濫 警 報

レ ベ ル 3
大 雨 警 報

レ ベ ル 3
土 砂 災 害 警 報

レ ベ ル 3
高 潮 警 報

避 難 に 時 間 を 要 す
る 人 は 早 めに 避 難

警 戒レ ベ ル

2
レ ベ ル 2

氾 濫 注 意 報
レ ベ ル 2

大 雨 注 意 報
レ ベ ル 2
土 砂 災 害
注 意 報

レ ベ ル 2
高 潮 注 意 報

避 難 行 動 を 確 認
（ 避 難 場 所 や 避 難
ル ート 、避 難 の タ イ
ミン グ など ）

警 戒レ ベ ル

1 早 期 注 意 情 報 災 害 へ の
心 構 え を 高 め る



6

　新年あけましておめでとうございます。天塩町地域おこし協力隊の前川で
す。
　昨年は地域おこし協力隊の活動へのご理解とご協力を賜り、心より御礼申
し上げます。本年も、天塩の魅力を伝える活動に力を尽くしてまいります。
　さて、昨年、収蔵庫として使用している旧更岸小学校で資料整理をしてい
た際に、気になるものが見つかりました。調べたところ、「鋳

い か け や

掛屋用の鞴
ふいご

」
だと判明いたしました。

▲更岸小学校に保管されている鞴

鋳
い か け や

掛屋の鞴
ふいご

　枠（ア）で囲った取っ手部分を⇔の方向に動
かし、枠（イ）の穴から風が出る仕組みです。
鞴
ふいご

とは、火力を強くし、金属を溶かせる温度ま
で上げるための道具です。

鋳
い か け や

掛屋とは、鋳鉄製の鍋や釜などの金属製品
を修理する職人で、壊れた部分に溶かした金属
を「鋳て掛ける」技術に由来する名称です。起
源は平安末期～鎌倉期に鋳物製品を作っていた
鋳
い も の し

物師にさかのぼり、鋳物の普及とともに修理
を専門とする職能として分化しました。
　江戸時代では、鋳物はひび割れや穴あきが起
こりやすく、鍋釜は高価な生活必需品だったた
め、修理して使い続ける文化が根強くありまし
た。この需要に応えて、鋳掛屋は白

し ろ め

鑞（ピュー
▲更岸小学校に保管されている鞴

ター、錫
すず

を主成分とする合金）を用いた補修技術を発展させ、天秤棒に道具箱を担いで町や村を巡回する
「出

でしょく

職」として活動しました。
　明治・大正期にも金属製品は高価で、鋳掛屋は農村を含め広く活躍しましたが、昭和期に入るとアルミ鍋や
ステンレス製品などの大量生産が進み、買い替えが一般化したことで急速に姿を消しました。
　現在も鋳掛の技術は一部で受け継がれており、盛岡の虎山工房（南部鉄器）では鉄瓶修理の職人が「鋳掛屋」
を名乗って活動しています。
　どのような経緯で寄贈者の方が持っていたのかは分かりませんが、天塩町のように農業・漁業・林業が盛ん
な地域では金属製品の修理需要が高く、鋳掛屋の道具が残されていたとしても不思議ではありません。余談と
して、上方落語には鋳掛屋を題材にした「いかけ屋」という演目も残されています。
　今後も資料整理を進める中で、地域の歴史や暮らしを物語る品々をご紹介してまいります。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。

ア

イ

木下優貴さん（南町）の
てしお仮面
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

2月 1 2 《節分》 3 4 5 6 7

● Te toTe+
［サニースペース］

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●運転免許更新時講習
［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・優良　13 時
○母子寡婦会バス停
サロン

［6 丁目バス待合所］
11時～13 時

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セ
ンターふらっときた］
・優良　13 時
・一般　14 時
・違反　15 時 30 分

8 9 10《建国記念日》 11《町内回覧日》 12 13 14
●衆議院議員選挙
投開票日

+ 糖尿病内科外来 ●天塩町スキー大会 ●運転免許更新時講習
［遠別町生涯学習セ
ンターマナピィ21］
・優良　13 時
☆第 11 回健康麻雀
サロン大会
[老人福祉センター]
9 時 30 分～ 14 時

15 16 17 18 19 20 21
+ 眼科外来
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

+ 小児科外来
○乳児健診
12 時 40 分～ 13 時
○ 5 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時
○託児の日
☆いきいきサロン

［雄信内老人憩いの家］
10 時～ 12 時

22《天皇誕生日》 23 24《町内回覧日》 25 26 27 28
☆いきいきサロン

［老人福祉センター］
10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来

和 8 年 和 8 年   　  　月月２２
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・2 月の回覧日は 12 日と 25 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月

11時～13 時

2 月

● Te toTe+ ☆はつらつクラブ ●運転免許更新時講習 ☆いきいきサロン ●運転免許更新時講習
衆議院議員選挙　期日前投票（～ 7 日）

投票を
お忘れなく！



病院だより

◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（2）1058
8

No.108
住み続けられる天塩、
そして、選ばれる病院を目指して

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
︑
入
院
患
者
数
は
減
少
傾

向
が
続
い
て
お
り
︑
診
療
報
酬
の
収
益
が
減

少
す
る
中
︑
昨
今
の
物
価
高
騰
・
人
件
費
の

上
昇
は
︑
当
院
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
お
り
︑
経
常
利
益
の
赤
字
額
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
傾
向
は
︑
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
の
報

道
に
も
た
び
た
び
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
︑
当

院
の
み
に
限
っ
た
状
況
で
は
な
く
︑
ど
の
病

院
・
診
療
所
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
︒

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
︑
当
院

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
︑
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
体
制
維
持
に
向
け
︑
何

が
で
き
る
の
か
現
在
︑
業
務
・
事
務
の
点
検
︑

光
熱
水
費
の
節
約
方
法
な
ど
様
々
検
討
し
て

い
ま
す
︒

　

そ
の
う
ち
の
一
端
と
し
て
︑
昨
年
来
︑
入

院
患
者
様
と
の
面
会
に
使
用
す
る
場
所
を
感

染
対
策
と
し
て
︑
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
︑
ゆ
っ
く
り
と
話
も
で
き
な

い
と
町
民
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
町
議
会
か

ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
︑
こ
の
度
︑
２
階

病
棟
に
面
会
室
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
︒
今

後
は
︑
入
院
患
者
様
と
そ
の
関
係
者
の
方
が

ゆ
っ
く
り
と
安
心
し
て
面
会
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
面
会
時
間
な
ど
は
患
者
様
の
体
調

や
面
会
す
る
時
期
の
感
染
症
等
の
状
況
を
総

合
的
に
か
ん
が
み
︑
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
︑
面
会
時
間
が
短
い
と
感

じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
十
分

に
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
︑
患
者
様
ご
本
人

や
他
の
入
院
患
者
様
の
体
調
や
療
養
を
第
一

に
考
え
て
の
判
断
で
す
の
で
︑
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
︒

　

こ
の
よ
う
な
小
さ
な
こ
と
で
す
が
︑
我
々

現
場
で
は
︑
患
者
様
や
地
域
の
方
々
の
心
の

安
寧
に
つ
な
が
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
積
み
重

ね
て
い
き
ま
す
︒

　

そ
れ
で
も
︑
天
塩
町
か
ら
赤
字
補
填
の
た

め
多
く
の
繰
入
を
行
っ
て
い
る
事
実
は
決
し

て
目
を
背
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
こ
れ

が
︑
民
間
病
院
で
あ
れ
ば
不
採
算
部
門
の
削

減
と
今
後
採
算
が
見
込
め
る
部
門
へ
の
注
力

す
る
こ
と
で
︑
経
営
改
善
を
図
る
と
こ
ろ
か

と
思
い
ま
す
が
︑
当
院
は
民
間
病
院
と
は
異

な
り
︑
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て
︑
天

塩
町
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
患
者
様
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
不

採
算
部
門
と
は
い
え
診
療
を
継
続
し
な
け
れ

ば
︑
地
域
住
民
の
方
々
は
︑
安
心
し
て
こ
こ

天
塩
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
︒

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
︑
当
院
と
し
て

は
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
と
い
う
言
葉
の
上

に
胡
坐
を
組
む
こ
と
が
な
い
よ
う
︑
今
一
度

気
を
引
き
締
め
︑
患
者
様
及
び
地
域
住
民
の

皆
様
が
引
き
続
き
こ
の
天
塩
町
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
求
め
ら
れ
る
医
療

機
関
と
し
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
︒

　

そ
の
た
め
の
新
た
な
一
歩
と
し
て
︑
今
後

も
あ
ゆ
み
は
小
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

ま
た
一
つ
新
た
な
試
み
を
積
み
重
ね
て
参
り

ま
す
︒
こ
の
他
︑
我
々
が
気
付
か
な
い
こ
と

も
多
く
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
︑
お
恥
ず

か
し
い
限
り
で
す
が
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

　これまで、当院の入院病棟では面会の際、
エレベーター前での面会をお願いしており
ましたが、入院患者様や地域の方のお声も
あり、新たに面会室を設置しました。

　面会をご希望の際は、お手数です
が面会の予約を取っていただきます

よう、よろしくお願いいた
します。
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◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（2）1728

肺がん CT検診のご案内

　

今
回
は
天
塩
町
で
実
施
し
て
い
る
﹁
肺
が

ん
Ｃ
Ｔ
検
診
﹂
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　

通
常
︑
肺
が
ん
検
診
と
聞
く
と
︑
胸
部
Ｘ

線
︵
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
︶
を
思
い
浮
か
べ
る

と
思
い
ま
す
︒
胸
部
Ｘ
線
検
査
は
一
次
検
診

で
利
用
さ
れ
て
お
り
︑
多
く
の
方
が
一
度
は

受
け
た
こ
と
が
あ
る
検
査
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
し
か
し
︑
胸
部
Ｘ
線
検
査
で
は
︑
大

き
さ
が
２
㎝
以
下
の
小
さ
な
が
ん
の
場
合
︑

肋
骨
や
血
管
に
隠
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
︑
発
見
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
り

ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑今
注
目
さ
れ
て
い
る
検
査
が﹁
低

線
量
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
﹂
で
す
︒
Ｃ
Ｔ
検
査

は
︑
胸
部
Ｘ
線
と
比
べ
︑
よ
り
小
さ
く
︑
よ

り
早
い
時
期
の
肺
が
ん
を
発
見
で
き
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
通
常
の
胸
部

Ｃ
Ｔ
検
査
に
比
べ
︑
Ｘ
線
被
ば
く
が
少
な
い

と
い
う
特
徴
も
あ
り
︑
天
塩
町
で
は
令
和
４

年
か
ら
低
線
量
肺
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
年
４
月
に
は
肺
が
ん
検
診
ガ

※次の方は対象外です
・肺疾患の既往歴があり、治療中または経過観察中の方
・ペースメーカーを装着している方
・妊娠中、または妊娠の可能性のある方
※胃バリウム検査実施後、1 週間程度は CT 検査を受け
られませんのでご注意ください。

イ
ド
ラ
イ
ン
が
19
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
︑
低

線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
を
用
い
た
肺
が
ん
検
診
が
50

歳
か
ら
74
歳
の
重
喫
煙
者
を
対
象
に
推
奨
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒

　

日
本
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
の
第
１
位
が
肺

が
ん
で
す
︒

　

天
塩
町
で
は
︑
40
歳
以
上
の
町
民
を
対
象

に
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
︑
特
に
50
歳
以
上
の
喫
煙
者
や
長
期
間

の
喫
煙
歴
が
あ
る
方
︑
計
算
し
た
指
数
が

６
０
０
以
上
の
方
は
︑
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ

き
た
い
検
診
と
な
っ
て
い
ま
す
︒　

　

検
査
は
予
約
制
で
す
︒
検
査
を
希
望
さ
れ

る
方
や
検
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
︑
福
祉
課
ふ
れ
あ
い
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
︒

ブリンクマン指数
（喫煙指数）

肺がん CT検診のご案内

を計算してみよう！

× ＝

　ブリンクマン指数（喫煙指数）とは、
健康と喫煙の関係を示す指標です。
　喫煙が人体に与える影響は、今まで
に吸ったタバコの量に関係しているた
め、この数値が大きいほど、がんの発
病率が高いことが知られています。

【対 象 者】天塩町に住民票がある 40 歳以上の方

【検査内容】低線量肺 CT 検査
【場 所】天塩町立国民健康保険病院
【検査日時】平日の火・水・木曜日
【 】午後 1 時・1 時半・5 時（要予約）
【検査費用】料金は当日、病院でお支払いください。

例）50 歳の人が、20 歳から 1 日平均 20 本吸っていた場合

　　20 本× 30 年＝ 600 ←ブリンクマン指数

指数が 400 以上︓肺がんが発生しやすい状況
指数が 600 以上︓肺がん高度危険・肺気腫（COPD）の危険大
指数が 1200 以上︓咽頭がんの危険大

1 日の喫煙本数 喫煙年数 ブリンクマン指数

あなたの
肺がんリスク
はどのくらい︖

4 0 ～ 7 4 歳 7 5 歳 以 上
（ 後 期 高 齢 者 医 療 ）市 町 村 国 保 そ れ 以 外

肺 C T 検 査 1 , 2 0 0 円 3 , 6 0 0 円 1 , 2 0 0 円

喀 痰 検 査 3 0 0 円 9 0 0 円 3 0 0 円
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12
月
14
日
︑
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
︵
海

岸
通
４
︶
で
毎
月
恒
例
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
﹁Te to Te+
︵
テ
ト
テ

プ
ラ
ス
︶﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
毎

年
12
月
は
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
作
家

が
手
作
り
品
を
自
ら
販
売
す
る
﹁
ク
リ

ス
マ
ス
キ
ッ
ズ
マ
ル
シ
ェ
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
︒
町
内
の
み
な
ら
ず
中
川
町

や
中
頓
別
町
な
ど
か
ら
も
子
ど
も
作
家

が
集
ま
り
︑
レ
ジ
ン
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ
ン
ド
ル
︑
自
家
製

の
羊
毛
を
使
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
︑
ク
リ

ス
マ
ス
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
︑
イ
ラ
ス
ト

カ
ー
ド
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
を

販
売
︒
大
人
顔
負
け
の
力
作
も
並
び
︑

つ
い
つ
い
財
布
の
紐
が
緩
む
人
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
︒
も
の
作
り
が
好
き
な

お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
︑
来
年
は
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
︖

12
月
16
日
︑
天
塩
地
区
警
察
官
友

の
会
︵
横
山
秀
会
長
︶
が
︑
天
塩
警
察

署
へ
飲
料
や
食
料
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し

た
︒
こ
の
取
り
組
み
は
︑
年
末
年
始
も

24
時
間
体
制
で
業
務
に
あ
た
る
警
察
官

を
激
励
す
る
目
的
で
同
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
︑
今
回
は
カ
ッ
プ
麺
や

マ
ス
カ
ッ
ト
サ
イ
ダ
ー
︑
お
茶
や
缶

コ
ー
ヒ
ー
︑
み
か
ん
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
︒
横
山
会
長
は
﹁
こ
れ
か
ら
寒
く

な
る
の
で
︑
身
体
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
﹂
と
温
か
い
言
葉
を
贈
り
︑
小
関

署
長
は
﹁
署
員
一
同
頑
張
り
ま
す
﹂
と

心
遣
い
に
感
謝
を
表
し
ま
し
た
︒

12
月
19
日
︑
天
塩
町
・
遠
別
町
・
幌

延
町
と
天
塩
警
察
署
と
の
犯
罪
被
害
者

等
支
援
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
協
定
は
︑
令
和

８
年
１
月
１
日
よ
り
３
町
で
施
行
さ
れ

る
﹁
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
﹂
に
基

づ
き
︑
各
町
と
天
塩
警
察
署
と
の
相
互

連
携
や
協
力
・
個
人
情
報
の
適
切
な
取

り
扱
い
を
行
う
た
め
の
必
要
事
項
を
定

め
た
も
の
で
す
︒
協
定
の
締
結
に
あ
た

り
︑
小
関
署
長
は
犯
罪
被
害
者
に
対
す

る
よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
の
実
現
に

期
待
感
を
示
す
と
と
も
に
︑﹁
ま
ず
は

犯
罪
被
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
大
前

提
﹂
と
し
て
︑﹁
被
害
を
生
ま
な
い
た

め
の
取
り
組
み
も
︑
各
町
と
連
携
し
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
﹂
と
語

り
ま
し
た
︒

12
月
13
日
︑
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
の

定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
今

回
の
演
奏
会
で
は
局
員
３
名
に
加
え
︑

陸
上
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
音
楽
隊
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
︑
生
徒
有
志
ら
も
演
奏
に

協
力
︒
優
雅
な
メ
ロ
デ
ィ
の
﹁
ア
パ
ラ

チ
ア
ン
序
曲
﹂
で
開
幕
し
た
第
一
部
で

は
︑
今
年
度
の
留
萌
地
区
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た﹁Tropical 

D
ance

﹂
な
ど
を
演
奏
︒
第
二
部
で
は

局
員
・
顧
問
・
音
楽
隊
員
に
よ
る
木
管

五
重
奏
﹁
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
の
風
景
﹂

に
始
ま
り
︑
そ
の
後
は
局
員
そ
れ
ぞ
れ

が
ソ
ロ
を
披
露
し
ま
し
た
︒
第
三
部
で

は
曲
当
て
ク
イ
ズ
や
吹
奏
楽
の
定
番
曲

﹁
デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル
・
メ
ド
レ
ー
﹂

な
ど
で
客
席
を
盛
り
上
げ
︑
ア
ン
コ
ー

ル
は
名
曲
﹁
銀
河
鉄
道
９
９
９
﹂
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
︒

子
ど
も
作
家
の

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ

年
末
年
始
の

業
務
へ
差
し
入
れ

被
害
者
支
援
で

警
察
と
連
携

天
高
吹
奏
楽
局

定
期
演
奏
会

▲お金や作品の受け渡しも子どもたちが自ら行った

▲小関署長に激励品を渡す横山会長（左）

▲協定書に署名した３町の代表と小関署長（右）

▲「Lemon」をソロで演奏する 2 年生の植村さん（左）

12月11日～1月14日

12
月
20
日
︑
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
﹁
冬
休
み
直
前
あ
そ
び
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
デ
イ
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

２
０
２
５
年
は
﹁
昭
和
１
０
０
年
﹂
と

い
う
こ
と
で
︑
め
ん
こ
や
下
の
句
歌
留

多
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
遊
び
か
ら
︑

近
年
日
本
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

﹁
モ
ル
ッ
ク
﹂
ま
で
︑
様
々
な
遊
び
を

体
験
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
木
育
事
業
の

一
環
と
し
て
12
月
に
こ
ど
も
園
で
実
施

さ
れ
た﹁
け
ん
玉
づ
く
り
﹂
も
行
わ
れ
︑

子
ど
も
た
ち
の
作
業
を
眺
め
な
が
ら
作

り
た
く
な
っ
た
大
人
た
ち
も
ち
ゃ
っ
か

り
途
中
参
加
︒
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒

に
な
っ
て
遊
び
を
楽
し
む
︑
穏
や
か
な

ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
︒

あ
そ
び
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ル
デ
イ

▲完成したけん玉は役場ロビーのクリスマスツリーに飾られた
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12
月
23
日
︑
天
塩
町
赤
十
字
奉
仕
団

は
︑
天
塩
町
共
同
募
金
委
員
会
へ
地
域

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
募
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
︒
同
奉
仕
団
委
員
長
の
草
刈

房
子
さ
ん
と
役
員
２
名
が
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
を
訪
れ
︑
天
塩
町
共
同
募
金
委

員
会
の
橋
本
敬
三
事
務
局
長
に
募
金
を

手
渡
し
ま
し
た
︒
草
刈
委
員
長
は
﹁
少

し
で
す
が
︑
活
動
の
足
し
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
﹂
と
話
し
︑
橋
本
事
務
局
長

は
﹁
あ
り
が
た
く
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
﹂と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
︒

同
奉
仕
団
で
は
こ
の
活
動
を
20
年
以
上

続
け
て
お
り
︑
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
は
生
活

困
窮
者
の
方
々
が
温
か
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
に
募
金
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
︒

　

１
月
５
日
︑
天
塩
町
消
防
団
に
よ
る

新
年
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
︒
消
防
支
署
前
に
て
町
長
︑
議
長
ら

に
よ
る
観
閲
が
行
わ
れ
た
後
︑
福
祉
会

館
に
場
所
を
移
し
て
表
彰
・
感
謝
状
の

授
与
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
︒
吉
田
町

長
は
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
大
雨
災
害

や
︑
サ
ロ
ベ
ツ
断
層
帯
を
震
源
と
す
る

地
震
の
可
能
性
に
も
触
れ
な
が
ら
﹁
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
の
実
現
の
た
め
︑
地
域
防
災
の
要
と

し
て
ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
﹂
と
式
辞
を
述
べ
︑
桑
田

消
防
団
長
は
﹁
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
︑
活
動
技

術
に
磨
き
を
か
け
︑
地
域
防
災
の
要
と

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
﹂
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
︒

　

１
月
６
日
︑
町
主
催
に
よ
る
新
年
賀

詞
交
換
会
が
社
会
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
︑
町
内
の
個
人
・
団
体
・
事
業
者
な

ど
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
︒
吉

田
町
長
に
よ
る
新
年
の
挨
拶
で
は
﹁
今

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
﹃
拡
充
﹄
が
主

流
で
し
た
が
︑
地
方
創
生
支
援
官
か
ら

は
﹃
縮
充
﹄︑
規
模
を
小
さ
く
し
充
実
・

満
足
度
を
上
げ
る
と
い
う
発
想
の
転
換

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
︒
私
も
不
断
の
研

鑽
を
重
ね
︑
皆
様
と
と
も
に
﹃
人
口
が

減
っ
て
も
元
気
な
地
域
﹄
を
作
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂
と
語
り

ま
し
た
︒
横
山
町
議
会
議
長
︑
小
関
天

塩
警
察
署
長
か
ら
の
来
賓
祝
辞
の
後
︑

町
長
・
議
長
・
警
察
署
長
︑
天
塩
商
工

会
石
山
会
長
︑
北
る
も
い
漁
協
菅
井

運
営
委
員
長
︑
留
萌
北
部
森
林
組
合

吉
田
組
合
長
︑
る
も
い
農
協
中
嶋
副

組
合
長
で
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

１
月
９
日
︑
天
塩
警
察
署
は
札
幌
市

を
中
心
に
道
内
各
地
で
活
動
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
さ
ん
を
一
日
警

察
署
長
に
委
嘱
し
ま
し
た
︒
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

さ
ん
へ
の
一
日
警
察
署
長
委
嘱
は
︑
昨

年
10
月
に
天
塩
町
敬
老
会
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
実
現

し
た
も
の
で
す
︒
警
察
署
で
委
嘱
状
交

付
式
を
行
っ
た
後
︑
天
塩
中
学
校
体
育

館
で
﹁
１
１
０
番
の
日　

交
通
安
全
防

犯
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
﹂
を
開
催
︒
鮮
や

か
な
マ
ジ
ッ
ク
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
︑
そ

し
て
軽
快
な
ト
ー
ク
の
な
か
に
詐
欺
へ

の
注
意
喚
起
や
交
通
安
全
へ
の
呼
び
掛

け
を
織
り
交
ぜ
︑
会
場
に
集
ま
っ
た
町

民
約
60
名
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
︒

賀
詞
交
換
会

１
１
０
番
の
日

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

消
防
団
出
初
式

日
赤
奉
仕
団

歳

末

募

金

▲募金を手渡す草刈委員長（右）

12
月
26
日
︑
社
会
福
祉
会
館
で
は
ま

な
す
学
園
大
学
に
よ
る
も
ち
つ
き
会
が

開
催
さ
れ
︑
学
生
ら
27
名
と
親
子
連
れ

９
組
が
参
加
し
ま
し
た
︒
学
生
ら
は
事

前
に
決
め
た
役
割
分
担
の
も
と
手
際
よ

く
調
理
作
業
を
進
め
︑
子
ど
も
た
ち
は

蒸
し
上
が
っ
た
も
ち
米
に
代
わ
る
代
わ

る
杵
を
振
り
ま
し
た
︒
出
来
上
が
っ
た

餅
は
餡
を
包
ん
だ
り
︑
食
べ
や
す
い
大

き
さ
に
切
っ
て
お
雑
煮
に
入
れ
た
り
︑

き
な
こ
を
ま
ぶ
し
た
り
し
て
︑
お
昼
に

は
全
員
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
出
来
上

が
っ
た
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
具

だ
く
さ
ん
の
お
雑
煮
は
﹁
出
汁
が
効
い

て
い
て
お
い
し
い
﹂
と
大
好
評
︒
一
足

早
い
お
正
月
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
︒

は
ま
な
す
学
園

大
学
も
ち
つ
き

▲幼児から 80 代までの参加者が協力して調理

▲鑑開きの様子

▲委嘱状を受け取り、お子さんとともにポーズをとるKURO さん

▲雪が降りしきるなか観閲を行う町長ら
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な
し

--- 人　口 ----------------
２，５４３ 人  （－ ３）

（令和 7 年 12 月 31 日現在）

㊚１，３１０ 人 （－ ２）
㊛１，２３３ 人 （－ １）

--- 世帯数 ----------------
１，４２１世帯（－ １）
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♪
い
つ
も
﹁
広
報
て
し
お
﹂
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
広
報
担
当

の
菅
野
で
す
︒

♪
11
月
に
は
天
塩
中
学
校
吹
奏
楽
部
︑
12
月

に
は
天
塩
高
校
吹
奏
楽
局
の
定
期
演
奏
会
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
︒
６
人
や
３
人
と
い
う
少

な
い
人
数
で
工
夫
し
な
が
ら
演
奏
し
て
い
る

姿
は
と
て
も
新
鮮
で
︑
中
学
・
高
校
で
吹
奏

楽
部
だ
っ
た
兄
と
年
末
年
始
に
顔
を
合
わ
せ

た
際
に
﹁
吹
奏
楽
の
た
め
の
民
話
﹂
を
た
っ

た
６
人
で
演
奏
し
て
い
た
こ
と
を
話
す
と

﹁
︙
︙
え
︑
ど
う
や
っ
て
!?
﹂
と
驚
い
て
い

ま
し
た
︒
部
活
動
は
い
つ
か
必
ず
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
︑
仲
間
と
音
色
を
重
ね
た

経
験
は
き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒

♪
音
楽
の
歴
史
は
と
て
も
古
く
︑
現
存
す
る

最
古
の
笛
と
い
わ
れ
る
﹁
白
鳥
の
骨
の
フ

ル
ー
ト
﹂
は
︑
約
３
万
６
～
７
千
年
前
︵
後

期
旧
石
器
時
代
︶の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

最
近
で
は
﹁
映
画
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の

地
球
交シ

ン
フ
ォ
ニ
ー

響
楽
﹂
で
物
語
の
鍵
を
握
る
ア
イ
テ

ム
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
カ
リ
ブ

海
の
島
国
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
で
発
明

さ
れ
た
打
楽
器
﹁
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
﹂
は
︑

楽
器
の
演
奏
を
禁
止
さ
れ
た
奴
隷
の
人
々
が

楽
器
の
代
用
に
し
て
い
た
も
の
の
中
に
ド
ラ

ム
缶
が
あ
り
︑
あ
る
青
年
が
こ
れ
の
凹
み
具

合
に
よ
っ
て
音
階
が
異
な
る
こ
と
を
発
見
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
︒
昔
の
人
々
が
工
夫
を

凝
ら
し
音
を
探
求
し
た
歴
史
が
今
の
音
楽
を

作
っ
た
の
だ
と
思
う
と
︑
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
こ
そ
︑
も
っ
と
自
由
に
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︒

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
お
気
軽
に
企
画
商

工
課
広
報
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒
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